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４
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
中

村
光
男
一
千
葉
大
学
名
誉
教
授
（８３
）
が
ヽ
約
１
０
０
年
間

の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運
動
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
の
本

「”
餞
雷

め
静
津
♂
じ
諄
彙
＞
す
０
り
０ぎ
●

”
ΦＬ
目
Ｌ
目
」
を
出
版
し
た
。
中
付
氏
は

「イ
ス
ラ
ム
世
界
と

非
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
相
互
理
解
や
共
存
を
促
進
し
て
い
く
う

え
で
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
存
在
は
極
め
て
大
き
い
」
と
強
調

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（木
村
綾
、
写
真
も
）

ヤ
運
動
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

１
９
７
０
年
当
初
の
コ
タ
グ

デ
に
は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
モ

ス
ク
が
、
２
０
１
０
年
に
は
約

”
に
増
え
た
。
中
村
氏
は
長
年

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
を
振
り

返
り
、

「個
人
生
活
で
も
社
会

生
活
で
も
イ
ス
ラ
ム
の
実
践
が

強
調
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
化
が
進

行
し
た
」
と
分
析
す
る
。

災
害
や
難
民
支
援
に
も
及
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ

運
動
に
つ
い
て
は

「イ
ス
ラ
ム

の
立
場
か
ら
の
人
道
的
な
社
会

福
祉
活
動
」
と
位
置
づ
け
る
。

同
書
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
学

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
校
が
新
設

し
た
出
版
局
か
ら
の
出
版
第
１

号
で
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
の
機
関

誌
ス
ア
ラ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
と

の
共
同
出
版
と
な
っ
た
。

６
日
に
は
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
本
部
で
出

版
記
念
会
が
開
か
れ
た
。
ム
ハ

マ
デ
ィ
ヤ
の
ハ
エ
ダ
ル
・
ナ
シ

ル
議
長
も
駆
け
付
け
、

「こ
の

本
を
通
じ
て
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
運

動
の
歴
史
を
読
み
返
す
こ
と
が

で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
な

く
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
重

要
な
本
だ
」
と
賛
辞
を
贈
っ

た
。

中
村
氏
は
現
在
の
ム
ハ
マ
デ

ィ
ヤ
に
つ
い
て

「有
力
組
織
の

一
つ
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
イ
ス
ラ
ム
を
国
際
的
に
広
め

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
」
と
話

す
。
今
回
の
本
も

「特
に
海
外

に
住
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
や
マ

レ
ー
シ
ア
人
、
１
０
０
以
上
あ

る
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
大
学
の
学
生

に
向
け
て
、
出
版
し
た
い
と
い

う
要
請
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

同
氏
は
こ
と
し
、
日
本
の
文

化
勲
章
に
あ
た
る
文
化
功
労
賞

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
文
化
省

か
ら
受
賞
、
９
月
２８
日
に
同
省

で
授
賞
式
が
あ
っ
た
。
同
書
の

出
版
を
含
む
、
長
年
に
わ
た
る

イ
ス
ラ
ム
研
究
の
功
績
が
受
賞

理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
。
同
省

ムハマディヤ研究集大成

インドネシア語で出版

中
村
千
葉
大
名
誉
教
授

本
は
２
０
１
２
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
出
版
し
た
英
語
の
著

書
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
。
ム

ハ
マ
デ
ィ
ヤ
は
１
９
１
２
年
に

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
イ
ス

ラ
ム
の
近
代
化
を
掲
げ
る
団
体

と
し
て
発
足
、
そ
の

後
国
内
第
２
の
イ
ス

ラ
ム
団
体
へ
と
成
長

し
た
。
中
村
氏
は
米

コ
ー
ネ
ル
大
学
在
学

中
の
１
９
７
０
年
以

来
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
特
別
州
コ
タ
グ

デ
に
滞
在
し
て
現
地

調
査
す
る
な
ど
研
究

を
続
け
、
同
書
で
は

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
本
部
で

開
か
れ
た
出
版
記
念
会

に
出
席
し
た
中
村
氏

01
年 9
の 1
ム 0
ハ S
マ 2
デ 0
イ 1

噴
火
威
力
予
想
引
き
下
げ

ア
グ
ン
山

国
家
防
災
庁

（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）

は
■
日
、
蹟
火
警
戒
が
続
く
バ

リ
島
の
ア
グ
ン
山
が
度
火
し
た

場
合
の
威
力
に
つ
い
て
、
火
山

爆
発
指
数

（
Ｖ
Ｅ
Ｉ
）
の
予
測

を
当
初
の
５
か
ら
３

（９
段
階

で
下
か
ら
４
番
目
の
爆
発
規

模
）
へ
引
き
下
げ
た
。
ド
ゥ
テ

ィ
ッ
ク
コ
ム
が
報
じ
た
。

の
ロ
ビ
ト
に
は
現
在
、
中
村
氏

を
含
む
受
賞
者
４７
人
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。活

動
は
研
究
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
昨
年
始
ま
っ
た
、
東
南
ア

ジ
ア
の
若
手
ム
ス
リ
ム
を
日
本

に
招
い
て
日
本
の
青
年
と
の
交

流
を
促
す
国
際
交
流
基
金
の
プ

ロ
グ
ラ
ム

「東
南
ア
ジ
ア
・
ム

ス
リ
ム
青
年
と
の
対
話
」

（Ｔ

Ａ
Ｍ
Ｕ
）
に
携
わ
る
な
ど
、
イ

ス
ラ
ム
と
日
本
の
相
互
理
解
促

進
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

本
の
問
い
合
わ
せ
は
ス
ア

ラ
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ

（
８
０
２

７
４

●
３
７
６

●
９
５
５
）

へ
。同

指
数
は
火
山
灰
な
ど
噴
出

物
の
量
で
決
ま
る
。
１
１
０
０

人
が
死
亡
す
る
大
惨
事
と
な
っ

た
、
１
９
６
３
年
の
前
回
度
火

は
指
数
５
だ
っ
た
。
今
回
も
、

当
初
は
指
数
５
と
予
測
し
て
い

た
が
、
火
山
の
観
測
結
果
な
ど

を
受
け
て
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

同
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は

■
日
現
在
、
最
高
の

「ア
ワ
ス

（避
難
準
備
）
」
を
継
続
し
て

い
る
。


